
まえがき

北海道北東部の沿岸海域では，輪採制の地まきホタテ

ガイ漁業が行われている１）。地まきホタテガイ漁業は，１

年間中間育成した稚貝を放流して３年後に漁獲を行う工

程を，複数の海区でそれぞれ別の年に繰り返し行うもの

である。本漁業は，種苗生産技術および放流技術などの

技術革新により安定性，生産性とも高水準にある２）。

その一方で，地まきホタテガイ漁業は経済的損失の要

因となる不安定要素を２つ抱えている。１つは，一時的

に貝柱歩留（全重量に占める貝柱重量の割合）が悪くな

る現象である。貝柱歩留は，夏季に年間の最高値を示す

ことが明らかとなっているが，春季の餌不足によって貝

柱歩留が平年値に達しない場合がある３，４）。もう１つの不

安定要素は，麻痺性貝毒の発生による出荷規制である。

麻痺性貝毒は夏季に発生することが明らかとなっており，

発生の要因としては原因プランクトンを含む沖合水がホ

タテガイ漁場に接岸することによると考えられている５）。

しかし，その現象を証明した現場データは少ない。よっ

て，貝柱歩留が悪くなったり，麻痺性貝毒が発生する要

因を明らかにして対策を立てることは，地まきホタテガ

イ漁業を安定させる上で重要である。

これまでの研究は，年変動が大きい春季の海洋環境と

地まきホタテガイの成長に注目してきた３，４）。しかしなが

ら，夏季の海洋環境は春季に比べ年変動が小さく，その

影響を検出し難いことから，地まきホタテガイの成長や

麻痺性貝毒の発生との関連ついては解析が行われていな

かった。本研究は，長年のモニタリングによりデータが

蓄積された紋別海域の地まきホタテガイについて，夏季

の海洋環境が，貝柱歩留と麻痺性貝毒の発生に与える影

響を明らかにすることを目的とした。

材料および方法

調査は，１９９２年から２００７年に北海道北東部に位置する紋

別漁場で行った（図１）。ホタテガイ試料（４年貝）は，７

月から９月にかけて月２回の頻度で水深約４０mからホタ

テ桁網により採集して，４０個体について全重量と貝柱重

量の測定を行った。

海洋観測は，ホタテガイ試料の採集とほぼ同時に行わ

れ，底層水温は，STD（アレック電子：AST―１０００）で測

定した。底層クロロフィル a測定用試水は，バンドン採

水器で水深約４０mから採水して，GF/Cフィルターでろ過

したのち分析まで凍結保存した。クロロフィル aの抽出

は，n, n―ジメチルホルムアムド（DMF）で行い，蛍光光

度計（ターナーデザイン社：Model１０―AU）を用い

Welschmeyer法６）で濃度を測定した。本研究では，植物プ

ランクトンを主な餌と考え，その色素であるクロロフィ

ル a濃度を餌濃度の指標とした。

麻痺性貝毒の発生年は，４MU g－１（可食部）を一度で

も超えた年とした。なお，４MU g－１（可食部）は，北海

道がホタテガイの出荷を自主的に規制する基準値である。
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図１ 調査地点

夏季の海洋環境（７月から９月の平均値）が貝柱歩留

（７月から９月の平均値）と，麻痺性貝毒の発生に与え

る影響については回帰分析を行った。パラメータは一般

化線形モデルにより推定した。

結果

夏季の底層水温および餌濃度と貝柱歩留の関係を図２

－３に示す。底層水温と貝柱歩留については負の相関が

認められたが，底層餌濃度と貝柱歩留は顕著な相関が認

められなかった。モデル選択を AICを用いて行ったとこ

ろ，説明変数として底層水温を用いたモデルが選択され

た（表１）。

夏季の底層水温および餌濃度と麻痺性貝毒発生の関係

を図２に示す。麻痺性貝毒が発生した年（発生年）は，

発生しなかった年（未発生年）に比べ底層水温が低い傾

向にあった。一方，底層餌濃度については発生年と未発

生年で顕著な違いは認められなかった。モデル選択を AIC

を用いて行ったところ，説明変数として底層水温を用い

たモデルが選択された（表２）。

考察

１．夏季の水温と貝柱歩留の関係

貝柱歩留は，夏季の餌濃度とは明確な関係が認められ

なかったが，底層水温と負の相関があった（図２，表１）。

蔵田ら７）は，サロマ湖の垂下養成ホタテガイ（２年貝）の

同化効率を室内実験で測定した。その結果，６～８月に

かけて水温が１２℃から１９℃に上昇した時，同化効率が１５

ポイント低下することを示した。同化効率は一般に餌濃

度の上昇により低下する８）。しかし，蔵田７）の実験では，

図２ 底層水温と貝柱歩留（左），底層餌濃度と貝柱歩留
（右）の関係

図３ 麻痺性貝毒発生年と未発生年の底層水温（左）お
よび底層餌濃度（右）の関係

表１ 夏季の貝柱歩留データに対する３つのモデルの当
てはめ結果

表２ 麻痺性貝毒の発生データに対する３つのモデルの
当てはめ結果

品田晃良１６



水温上昇と共に呼吸量と排泄量の上昇が見られている。

よって，水温上昇は同化効率低下の一つの要因になるか

もしれない。

以上より，夏季における地まきホタテガイの同化効率

は，底層水温の影響を受け増減する可能性が示唆された。

この結果は，餌濃度の変動が小さい夏季において底層水

温が貝柱歩留に影響を与える可能性を示している。

２．夏季の水温と麻痺性貝毒発生の関係

本海域における麻痺性貝毒原因プランクトンは

Alexandrium tamarenseと考えられている５）。A. tamarense

は夏季の沖合水に多く存在する場合があり，沖合水が沿

岸に接岸して地まきホタテガイが A. tamarenseを摂餌し

て毒化することが，麻痺性貝毒の発生機構と考えられて

いる５）。また，沖合水は，沿岸を流れる宗谷暖流に比べ低

温である９）ので，底層水温が低下する要因の一つとして，

沖合水の接岸が考えられる。よって，本研究で得られた

夏季の底層水温が低い年に麻痺性貝毒が発生し易いとい

う現象は（図３，表２），前述の麻痺性貝毒の発生機構を

支持すると考えられる。

３．貝柱歩留と麻痺性貝毒発生の関係

漁業者の間では，麻痺性貝毒の発生年と貝柱歩留が良

い年が重なる場合が多いことから，麻痺性原因プランク

トンを摂餌すると貝柱歩留が良くなるという意見がある。

しかし，貝柱歩留と夏季の餌濃度に明確な関係が認めら

れないことから，夏季における地まきホタテガイの貝柱

歩留は餌濃度の影響を受けていないと考えられる（図２）。

つまり，麻痺性貝毒の発生と貝柱歩留の良いことには直

接の因果関係はないことが示唆される。ただし，本研究

で餌濃度の指標として用いた底層クロロフィル a濃度は，

植物プランクトンを主な餌と考えた指標である。よって，

今後のより詳細な検討が望まれる。
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